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2Ap－ ５ 食品の色彩嗜好についての国際比較研究
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食　　物

　目的　食物の色彩は人間の食欲に影響を与えていることがこれまでの報告で明らかにさ

れている。これらの報告は色彩嗜好と食欲の関係が中心になっているが、食欲には味覚が

関与しているという観点からみると、色彩嗜好と味覚の間にも何らかの関連性があるので

はないかと考えられる。そこで味覚と色彩嗜好を中心に７力国（アメリカ、ドイツ、フラ

ンス、オーストラリア、中国、韓国、日本）の比較研究を行った。今回はまず、性別によ

る味覚と色彩嗜好の違い（日本の場合）を報告する。

　方法　２０歳前後の男女8 2 8名を対象にアンケート用紙と基本的な有彩色として赤、

オレンジ、茶、黄、黄緑、緑、青、紫、ピンクと無彩色の1 O色にそれぞれ明度、彩度の

異なる５色ずつ合計5 O色からなるカラーチャートを提示し、回答を求める方法により、

19 9 6年９月～1 0月に調査を実施した。
　結果　食欲を増す色として３色選ばせたが、男女とも赤、檀。黄、緑を選び、青、紫は

選ぱなかった。食欲を増すと感じる色は彩度が高＜色が濃い方であった。味覚と色彩嗜好

の関係では、甘味に対し、男女とも赤、檀、ピンクが多く。緑、黄緑、青、無彩色は回答

がなかった。塩味には、男女とも無彩色が圧倒的に多かった。また、男女とも酸味につい

ては黄、黄緑、苦味には茶、緑が多く、うま味に対しては青、紫はなかった。

2Ap－ ６ 食物摂取の心理的影響に関する研究

○田辺由紀、金子佳代子（横浜国大）

　【目的】　食事内容･食べ方とともに、食生活意識や生活価値観が食の満足感にどのように

影響しているのか、食物摂取の心理的影響について総合的に把握することを目的とする･。

　【方法】　大学生を対象に、食物摂取の心理的影響に関する調査を行った。質問内容は、

対象者の属性や食生活意識、実際の食事内容･食べ方、食の満足度に関する項目で構成した。

　【結果】｢食の満足度｣を目的変数とし、｢おいしさ｣｢満腹感｣｢食卓環境｣[]ﾐ１ﾆｹｰｼｮﾝ｣｢健

康性｣｢経済性｣「手軽さ｣に対する各快適性を説明変数として重回帰分析を行った結果、食の

満足度に「おいしさ｣｢健康性｣「満腹感｣がﾌﾟﾗｽで有意な要因であった。つまり、おいしく健

康的で、満腹感が得られるほど食の満足感が高まるということが理解できる。｢おいしさ｣

と｢満腹感｣は、多くの人が食事の重視点としてあげていることから、生理的に要求されや

すく、しかも精神的な満足感を高める要因であることが確認された。一方、｢健康性｣につ

いては、｢おいしさ｣や｢満腹感｣ほど意識されていないにもかかわらず、食の満足感の要因

としては｢おいしさ｣に次いで影響力のあるものであることがわかった。また、食物選択の

上で一番重視されていた｢手軽さ｣は、食の満足感にはほとんど影響を及ぼしておらず、手

軽さだけにとらわれた食事では精神的な満足感は期待できないことが示唆された。

　さらに、朝食･昼食･夕食別に分析を行ったところ、食の満足感の要因が異なるという結

果が得られ、食事環境の影響が考えられた。また、食生活意識に違いがみられた生活価値

観別の分析では、｢満腹感さえ得られれば満足である｣というｸﾞﾙｰﾌﾟがあり、食生活上の問

題につながっていることも明らかとなった。
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